




「「患患者者支支援援セセンンタターー  相相談談窓窓口口」」ににおお尋尋ねねくくだだささいい。。

入入院院当当日日受受付付へへおお越越ししくくだだささいい。。

使使
マイナンバーカード

いい捨捨てて

※足ふきマットを設置しておりま
　せんのでご用意ください。

ママススクク（（日日数数分分））

入院当日受付へご提出いただくも

・

の



等



7 8

１ 同じ病気の患者さんや同姓同名の方との間違いを防ぐために

患者さんの安全のために

・間違いを防ぐため、検査や処置などの際に氏名をお尋ねします。ご面倒をおかけしますが、ご協力をお願いします。点滴ボトルや内
服薬、書類などにご自分の名前が書いてあるかどうかも確認してください。
・輸血を受けるときは、ご自分の血液型・氏名・生年月日を確認してください。輸血前後の体調不良などは、遠慮なく医師や看護師に
お申し出ください。

6 入院中の他の医療機関への受診について

当院はDPC（包括支払い）対象病院のため、原則とし

て、入院中に保険扱いによる他医療機関（歯科を除く）

を受診することはできません。患者さん本人の代わりに

家族などがかかりつけの病院から継続してお薬をもら

う場合も受診に該当します。ただし、当院ではできない

専門的な診療が必要と主治医が判断した場合は、他医

療機関を受診していただく場合もあります。当院入院

中に持参されたお薬が無くなる場合や他医療機関の予

約が重なっている場合など、他医療機関での受診を希

望される場合は、主治医または看護師にご相談くださ

い。

もし、ご相談なしに他医療機関を受診された場合、健康

保険を使えず、その費用が全額患者さんの負担となる

だけではなく、他医療機関にもご迷惑をおかけすること

になりますので、ご注意ください。

当院入院中の患者さんが保険扱いで他医療機関を受

診した場合の取り扱いについて

主治医の指示により、当院入院中の患者さんが他医療

機関を受診し、他医療機関で実施した診療行為の費用

は、当院の医師が実施した場合と同様に取り扱われま

す。このため、診療費用については他医療機関での支

払いは発生せず、当院から患者さんに当院の入院費と

して請求させていただきます。

なお、退院日までに他医療機関での診療行為・費用が

把握できず、会計が保留になる場合もありますので、ご

了承ください。

2 個人の尊厳と危険防止の兼ね合いについて

・患者さんの状態によっては、入院中に転倒・転落・徘徊が生じることがあります。ご家族の同意を得た上で行動制限（抑制・拘束）を
実施することもありますが、最小限にとどめています。多少のリスクがあっても個人の尊厳のほうが重要と、当院は考えます。
・不安な点がありましたら、病棟の看護師長にご相談ください。ご希望によっては、ご家族に付き添っていただくことも検討します。

3 院内感染防止について

・医療従事者は院内の「感染防止対策マニュアル」に従って医療行為をしておりますが、病院内にはいろいろな病原菌を持った患者
さんが入院しているため、院内感染が完全に防げるわけではありません。
・感染予防のために、食事前・トイレの後にはせっけんを使って手を洗ってください。検査や外出から戻った際にも、手洗いや手指の
消毒を行うことをお勧めします。病室入口などに置いてある手指消毒薬をご利用ください。

4 転倒を防ぐために

入院生活を送る病院の環境はそれまで住み慣れた家庭とは異なります。その環境の変化に病気やけがによる体力や運

動機能の低下が加わり、思いもかけない転倒・転落の事故が起こることが少なくありません。転倒を防ぐために以下の

ことにご注意ください。

・入院日・退院日前後は転倒が多くなります。慎重に行動しましょう。
・スリッパは危険です。かかとのある履き慣れた靴を履きましょう。
・ベッド周りにはなるべくものを置かず、整理整頓をしましょう。
・ベッドは、腰掛けたとき、足が床にしっかり着く高さに看護師と調整しましょう。
・オーバーテーブルや床頭台は動きます。寄りかからないようにしましょう。
・靴をはくときや着替えるときは、腰掛けて行いましょう。
・熱があるときや睡眠薬を飲んだ時は、トイレ歩行時に転倒しやすくなります。ふらつくときは、動く前に看護師を呼んでください。
・体のどこかをぶつけたり転んだりしたときは、すぐにお知らせください。

5 災害等緊急時について

火災時の注意

・火災の時は職員の指示に従って避難してください。
・避難するときは、タオルなどで口や鼻を覆ってください。
・避難するとき、荷物は絶対にもたないでください。
・動けない方には職員などの救護班が対応します。
・避難するときはできる限り背を低くしてください。
・下の階が火災のときは、直ちに職員などが一時避難所または屋外避難所
へ避難誘導をします。
・上の階が火災のときは、落ち着いて職員などの指示に従ってください。

地震時の注意

・当院は耐震について十分考慮してありますので安全です。地震が起きた場合には職員等の指示に従って、冷静に行動してくださ
い。
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ＤＰＣ（包括支払い）計算方式

包括部分 出来高部分

薬（投薬・注射）
・

手術料・麻酔料

レントゲン料
・ リハビリテーション料

検査料
・

食事療養費入院基本料

入院費について（2023年1月現在）

健康保険・国民健康保険・退職者医療・後期高齢者医療を

利用される方の1日分の個人負担額は、入院基本料、食

事療養費、室料差額、その他（自費でご負担いただくも

の）を合算して算出します。

※一般の病棟の場合、ＤＰＣ（包括支払い）により算定します。
健康保険の負担割合の違いにより、個人負担額は異なりま
す。
※お部屋によって差額が発生します。入院費の計算は、健康保
険法の規定により、ホテルなどの宿泊の計算とは異なり、午
前0時を起点にした日数計算となります（例：1泊2日のご入院
の場合、室料は2日分となります）。

１ 退院の手続きについて

退院の手続き

・退院の時間は原則、午前10時となっております。それまでに退室の準備をお願いします。

※退室後にデイルームなどでご家族の迎えを待つことは可能です。

・退院当日に1階総合受付会計窓口にて入院費をお支払い後に、病棟に戻っていただき、退院の手続きをします。（入院

費の概算額は退院日の前日の午後にお知らせします。）

2 入院費のお支払いについて

健康保険による入院の場合は、治療費は健康保険の規

定により計算します。自費による入院の場合は、当院の

規定により計算します。

入院費のお支払いについては、退院日の朝9時30分以

降に、１階総合受付会計窓口にてご精算していただきま

す。時間外（夜間及び休診日）は、1階時間外窓口にてご

精算していただきます。

なお、治療内容等によっては退院時に計算が間に合わな

い場合があります。その際は後日、電話にてご連絡しま

す。また、退院当日の処方・処置等が請求時には間に合わ

ず、「追加請求」させていただく場合がありますので、ご了

承ください。

月をまたいで入院されている患者さんについては、月末

締めで入院費の計算をして、10日頃に各病棟へ前月分

の請求書をお届けします。お支払いは、平日8:30～

17:15までに1階総合受付会計窓口にてお願いします。

※当院は包括評価方式（ＤＰＣ）により入院費の計算をしておりま
す。（一部の疾病や治療など包括評価方式に該当しない場合もあ
ります）
※クレジットカードでのお支払いも可能です。
※入院費についてご不明な点は、医事課入院係にお問い合わ
せください。

主治医から退院の許可がありましたら、退院について担当の看護師とご相談ください。

退院に当たっての注意や退院後の療養の計画をまとめた「退院療養計画書」をお渡しします。

ＤＰＣ（包括支払い）について

当院は、厚生労働省の指定によりＤＰＣ（包括支払い）対象病院となっており、入院費の計算は以下のようになります。

ただし、入院している間の病名や診療内容等により計算方式が変わる場合があります。その場合、入院の初日にさかの

ぼって入院費の再計算を行うことになり、すでにお支払いになった入院費が追加または返金となることがありますので

ご了承ください。

ＤＰＣ（包括支払い）とは、病名や診療内容などにより１日当たりの包括部分の入院費が決まり、包括部分の金額に出来

高部分の金額を合算する計算方法です。ただし、病名や診療内容などによっては全て出来高計算方式となる場合があ

ります。なお、ＤＰＣデータは、厚生労働省が発行する「ＤＰＣデータの提供に関するガイドライン」に準じて、個人が完

全に特定できない形で第三者に提供する場合があります。

入院費用について



入入院院当当日日受受付付((１１階階))にに掲掲示示ししててくくだだささいい。。



入院当日受付、

、面会受付(時間外窓口)

栄栄養養指指導導室室、、患患者者支支援援セセンンタターー、、
地地域域医医療療連連携携セセンンタターー

平日 土日祝 18




